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ホウケイ酸ガラスの分相領域を基礎的実験研究で検討し，得られた実験データを先行して報告されている分

相領域と比較した結果，高レベル放射性廃液をガラス固化する際に使用されるホウケイ酸ガラスの組成に近

づく方向に分相域が広がっている可能性がある． 
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1. 緒言 分相領域内組成のホウケイ酸ガラスはガラス転移点以上の温度で熱処理を行うことで B-rich 相と

Si-rich 相に分相することがある[1]．B-rich 相は相対的に溶出しやすいので，高レベル放射性廃液をガラス固化

した後の環境によって分相が起こることを警戒しなければならない．このため，分相条件を把握することが

重要である．本研究ではホウケイ酸ガラスの分相領域を再検討し，基礎実験データを得ることを目的とした． 

2. 実験 先行して報告されているホウケイ酸ガラスの分相条件 [2]と比較できるように市販試薬の

SiO2,B2O3,Na2CO3 を採取秤量後に白金るつぼ内で均一に混合した後．

マッフル炉（アズワン，HPM-1N）を用いて 1200℃で 3 時間加熱を行

うことで融体化した後，炉内から白金るつぼごと取り出して室温ま

で冷却してガラス化した．試薬の溶け残りが無く，透明なガラスを作

製できていることを確認した後，マッフル炉を用いて 700℃で 24 時

間での熱処理で分相促進を行った．目視によるガラスの観察を行い，

白濁を示したガラスは分相によるものと判断し，図１に示すような

三成分相図中に実験データをプロットした．  

3. 結果・考察 前述の熱処理での分相の有無に係る結果を図 1 に示

す．図中の実線は従来報告における 700℃と 750℃の等温線である．

700℃の等温線内部領域では 700℃以下で分相が進行することを示

す．本研究の結果では，700℃の等温線の外側の領域でも分相を示す

組成が確認され，分相域は Na2O の含有量が増加する方向に対して点

線で示すように広がっている可能性を示唆した．一方で，高レベル放

射性廃棄物固化用母ガラスの代表的組成では分相が確認されなかっ

た．実験データの蓄積，微細な分相領域特定手法の確立，試験方法の

標準化等が今後の課題である．  

4. 結論 ホウケイ酸ガラスの分相域を実験によって再検討し，基礎

実験データを得た．この実験データを先行して報告されている分相領域と比較した結果，分相領域の一部に

差異がみられる可能性を確認した． 
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図 1 分相域の再検討結果 
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